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学
が く

業
ぎょう

履
り

修
しゅう

についてⅢⅢ    学学
が く

業業
ぎょう

履履
り

修修
しゅう

ににつついいてて  
  

本
ほん

学
がく

のカリキュラム （ 教
きょう

育
いく

課
か

程
てい

） は、各学部
かくがくぶ

・学科
が っ か

の 教
きょう

育
いく

上
じょう

の目的
もくてき

を達成
たっせい

するために、学部
が く ぶ

ごとに定
さだ

められています。本学
ほんがく

において卒 業
そつぎょう

するためには、所定
しょてい

の単位
た ん い

を修 得
しゅうとく

し、この課程
か て い

を修
おさ

めなければなりません。 

各
かく

学
がく

部
ぶ

のカリキュラムに定
さだ

める授 業
じゅぎょう

科目
か も く

の登録
とうろく

・履修
りしゅう

にあたっての詳 細
しょうさい

な説明
せつめい

・手続
てつづき

については、本
ほん

要
よう

項
こう

および各
かく

学
がく

部
ぶ

ごと

に作
さく

成
せい

されている 『登
とう

録
ろく

要
よう

領
りょう

』 を参
さん

照
しょう

してください。なお、各
かく

授
じゅ

業
ぎょう

科
か

目
もく

の内
ない

容
よう

については 『シラバス』 を参
さん

照
しょう

してくださ

い。 

 

授授 業業
じゅぎょう

11週週目目
しゅうめ

（（DDOO  WWeeeekk））とと授授 業業
じゅぎょう

1155週週目目
しゅうめ

ののオオンンデデママンンドド配配信信
はいしん

のの受受講講
じゅこう

方方法法
ほうほう

ににつついいてて  

2024年度
ね ん ど

からの新学年暦
しんがくねんれき

では通 常
つうじょう

の教 室
きょうしつ

での授 業
じゅぎょう

は13 週
しゅう

の授 業
じゅぎょう

期間
き か ん

に受講
じゅこう

し、残
のこ

り2週 分
しゅうぶん

の授 業
じゅぎょう

はオンデマンドで

受講
じゅこう

することを基本
き ほ ん

とします。授 業
じゅぎょう

1週目
しゅうめ

（DO Week）のオンデマンド配信
はいしん

はシラバスからURL を確認
かくにん

、受講
じゅこう

の上
うえ

、指示
し じ

された

課題
か だ い

等
とう

に取
と

り組
く

んでください。以下URL から詳 細
しょうさい

を確認
かくにん

してください。  

■2024年度
ね ん ど

からの学年暦
がくねんれき

  

https://www.doshisha.ac.jp/students/new_calender/index.html 
 

障障
しょう

ががいいののああるる学学生生
がくせい

へへのの受受講講
じゅこう

にに対対
たい

すするる配配慮慮
はいりょ

  
身体
しんたい

、精神
せいしん

・発達
はったつ

等
とう

に 障
しょう

がいのある学生
がくせい

が、他
ほか

の学生
がくせい

と等
ひと

しい 条
じょう

件
けん

のもとで科目
か も く

を受講
じゅこう

できるよう、「合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

」につい

て検討
けんとう

します。合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を希望
き ぼ う

される場合
ば あ い

は、スチューデントダイバーシティ・アクセシビリティ支援室
しえんしつ

（SDA室
しつ

）までご相
そう

談
だん

く

ださい。 

 
単単
たん

  位位
い

  制制
せい

  

単位制
たんいせい

とは、各学部
かくがくぶ

ごとに定
さだ

められた授 業
じゅぎょう

科目
か も く

を登録
とうろく

・履修
りしゅう

し、試験
し け ん

に合格
ごうかく

することによりそれぞれの授 業
じゅぎょう

科目
か も く

の所定
しょてい

の単
たん

位
い

を得
え

、 修
しゅう

業
ぎょう

年
ねん

限
げん

中
ちゅう

に卒
そつ

業
ぎょう

に必
ひつ

要
よう

な単
たん

位
い

数
すう

を 修
しゅう

得
とく

していく制
せい

度
ど

です。 
現
げん

在
ざい

の我
わ

が国
くに

の大
だい

学
がく

制
せい

度
ど

は単
たん

位
い

制
せい

度
ど

を基
き

本
ほん

としており、下
か

記
き

に記
き

載
さい

している学
がく

則
そく

のとおり、１単
たん

位
い

は、 教
きょう

室
しつ

等
とう

での授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

と 準
じゅん

備
び

学
がく

習
しゅう

や復
ふく

習
しゅう

の時
じ

間
かん

を合
あ

わせて 標
ひょう

準
じゅん

45 時
じかん

間の学
がく

修
しゅう

を要
よう

する 教
きょう

育
いく

内
ない

容
よう

をもって構
こう

成
せい

されています。授
じゅ

業
ぎょう

だけでなく、
準

じゅん

備
び

学
がく

習
しゅう

や復
ふく

習
しゅう

の時
じ

間
かん

の 重
じゅう

要
よう

性
せい

をよく理
り

解
かい

しておくようにしてください。 
卒
そつ

業
ぎょう

必
ひつ

要
よう

単
たん

位
い

数
すう

は学
がく

部
ぶ

によって異
こと

なるので、所
しょ

属
ぞく

学
がく

部
ぶ

の欄
らん

を参
さん

照
しょう

してください。学
がく

部
ぶ

授
じゅ

業
ぎょう

科
か

目
もく

の単
たん

位
い

数
すう

の計
けい

算
さん

は、次
つぎ

の基
き

準
じゅん

によります （学
がく

則
そく

第
だい

９ 条
じょう

 ３項
こう

 ４項
こう

）。 
３ 授

じゅ

業
ぎょう

科
か

目
もく

の単
たん

位
い

数
すう

は、１単
たん

位
い

の授
じゅ

業
ぎょう

科
か

目
もく

を 45時
じ

間
かん

の学
がく

修
しゅう

を必
ひつ

要
よう

とする内
ない

容
よう

をもって構
こう

成
せい

することを 標
ひょう

準
じゅん

とし、授
じゅ

業
ぎょう

の方
ほう

法
ほう

に応
おう

じ、次
つぎ

の基
き

準
じゅん

による。 

（1） 講
こう

義
ぎ

及
およ

び演
えん

習
しゅう

については、15時
じ

間
かん

から30時
じ

間
かん

までの範
はん

囲
い

で本学
ほんがく

が定
さだ

める時
じ

間
かん

の授
じゅ

業
ぎょう

をもって１単
たん

位
い

とする。 
（2） 実

じっ

験
けん

、実
じっ

習
しゅう

、実
じつ

技
ぎ

等
とう

については、30時
じ

間
かん

から45時
じ

間
かん

までの範
はん

囲
い

で本学
ほんがく

が定
さだ

める時
じ

間
かん

の授
じゅ

業
ぎょう

をもって１単
たん

位
い

とする。 
（3） 第

だい

１号
ごう

に規
き

定
てい

する授
じゅ

業
ぎょう

の方
ほう

法
ほう

と前
ぜん

号
ごう

に規
き

定
てい

する授
じゅ

業
ぎょう

の方
ほう

法
ほう

を併
へい

用
よう

する場
ば

合
あい

の単
たん

位
い

数
すう

の基
き

準
じゅん

は、前
ぜん

２号
ごう

に規
き

定
てい

する

基
き

準
じゅん

を考
こう

慮
りょ

して本
ほん

大
だい

学
がく

が定
さだ

める。 

４ 前
ぜん

項
こう

の規
き

定
てい

にかかわらず、卒
そつ

業
ぎょう

論
ろん

文
ぶん

等
とう

の授
じゅ

業
ぎょう

科
か

目
もく

については、これらに必
ひつ

要
よう

な学
がく

修
しゅう

等
とう

を考
こう

慮
りょ

して、単
たん

位
い

数
すう

を定
さだ

める。 
また、本学

ほんがく

では、文部
も ん ぶ

科学
か が く

省 令
しょうれい

である大学
だいがく

設置
せ っ ち

基準
きじゅん

や文部
も ん ぶ

科学省
かがくしょう

通知
つ う ち

に基
もと

づき、同
どう

志
し

社
しゃ

大
だい

学
がく

学
がく

則
そく

第
だい

９ 条
じょう

の５において、多様
た よ う

なメディアを高度
こ う ど

に利用
り よ う

して教 室
きょうしつ

等
とう

以外
い が い

の場所
ば し ょ

で履修
りしゅう

させる授 業
じゅぎょう

（遠隔
えんかく

授 業
じゅぎょう

）により修 得
しゅうとく

する単位
た ん い

は、各学部
かくがくぶ

における

卒 業
そつぎょう

に必要
ひつよう

な単位数
たんいすう

から６４単位
た ん い

を除
のぞ

いた単
たん

位数
い す う

を上 限
じょうげん

として、卒 業
そつぎょう

に必要
ひつよう

な単
たん

位
い

とすることができると定
さだ

めています。
シラバス等

など

で表示
ひょうじ

される「学則
がくそく

第
だい

９ 条
じょう

の５対 象
たいしょう

科目
か も く

」の修 得
しゅうとく

単位数
たんいすう

の合計
ごうけい

に留意
りゅうい

して、履修
りしゅう

計画
けいかく

を立てる
た て る

必要
ひつよう

がありま

す（学則
がくそく

第
だい

９ 条
じょう

の５）。 

 

授授
じゅ

業業
ぎょう

時時
じ

間間
かん

  

本
ほん

学
がく

における授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

は１講
こう

時
じ

について90分
ぷん

とし、これを２時
じ

間
かん

と計
けい

算
さん

しています。例
たと

えば、「春
はる

学
がっ

期
き

・週
しゅう

２時
じ

間
かん

」 とは、

春
はる

学
がっ

期
き

期
き

間
かん

中
ちゅう

に 90分
ぷん

の授
じゅ

業
ぎょう

が 週
しゅう

１回
かい

行
おこな

われるということであり、「秋
あき

学
がっ

期
き

・ 週
しゅう

４時
じ

間
かん

」 とは、秋
あき

学
がっ

期
き

期
き

間
かん

中
ちゅう

に 90分
ぷん

の
授
じゅ

業
ぎょう

が 週
しゅう

２回
かい

行
おこな

われるということです。 

講
こう

 時
じ

 授
じゅ

 業
ぎょう

 時
じ

 間
かん

 

１ ９ ： 00 〜 10 ： 30 

２ 10 ： 45 〜 12 ： 15 

３ 13 ： 10 〜 14 ： 40 

４ 14 ： 55 〜 16 ： 25 

５ 16 ： 40 〜 18 ： 10 

６ 18 ： 25 〜 19 ： 55 

７ 20 ： 10 〜 21 ： 40 
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休休
きゅう

      講講
こう

  

授
じゅ

業
ぎょう

は、学
がく

年
ねん

暦
れき

によって 行
おこな

われますが、担
たん

当
とう

者
しゃ

の公
こう

務
む

、 出
しゅっ

張
ちょう

、学
がっ

会
かい

、 病
びょう

気
き

などによって 休
きゅう

講
こう

となる場
ば

合
あい

もあります。休 講
きゅうこう

に関
かん

する情 報
じょうほう

は本学
ほんがく

学 修
がくしゅう

支援
し え ん

システムDUET（以下
い か

DUET という）で確認
かくにん

することができます。急
きゅう

な休 講
きゅうこう

や休 講
きゅうこう

取消
とりけし

もあり

ますので、DUET を適宜
て き ぎ

確認
かくにん

するようにしてください。なお、休 講
きゅうこう

情 報
じょうほう

もなく、講義
こ う ぎ

が始
はじ

まらない場合
ば あ い

は各
かく

キャンパスの教務
きょうむ

セ

ンターへ申
もう

し出
で

て、確
たし

かめるようにしてください。 

 

補補
ほ

      講講
こう

  

補講
ほ こ う

に関
かん

する情 報
じょうほう

は、DUET で確認
かくにん

することができます。日時
に ち じ

、教 室
きょうしつ

などをよく確認
かくにん

して受講
じゅこう

してください。 

 

集集
しゅう

中中
ちゅう

講講
こう

義義
ぎ

  

科
か

目
もく

によっては、特
とく

定
てい

期
き

間
かん

内
ない

に 集
しゅう

中
ちゅう

して 行
おこな

う講
こう

義
ぎ

 （ 集
しゅう

中
ちゅう

講
こう

義
ぎ

）があります。 

 

授授
じゅ

業業
ぎょう

教教
きょう

室室
しつ

  

（1） 学
がく

部
ぶ

授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

割
わり

表
ひょう

は、科
か

目
もく

登
とう

録
ろく

・履
り

修
しゅう

に必
ひつ

要
よう

な書
しょ

類
るい

とともに、各
かく

自
じ

に配
はい

付
ふ

されますが、それ以
い

後
ご

の教 室
きょうしつ

変更
へんこう

などは、

DUET でお知
し

らせしますので、よく 注
ちゅう

意
い

してください。なお、秋
あき

学
がっ

期
き

開
かい

講
こう

科
か

目
もく

の学
がく

部
ぶ

授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

割
わり

表
ひょう

は、９月
がつ

中
ちゅう

旬
じゅん

にあら

ためて公開
こうかい

、配
はい

付
ふ

します。 

（2） 開
かい

講
こう

当
とう

初
しょ

の授
じゅ

業
ぎょう

教
きょう

室
しつ

は、学
がく

部
ぶ

授
じゅ

業
ぎょう

時
じ

間
かん

割
わり

表
ひょう

に記
き

載
さい

しています。授
じゅ

業
ぎょう

教
きょう

室
しつ

は登
とう

録
ろく

者
しゃ

数
すう

の増
ぞう

減
げん

により変
へん

更
こう

することが

ありますので、DUET で変
へん

更
こう

教
きょう

室
しつ

を確
かく

認
にん

のうえ、授
じゅ

業
ぎょう

に 出
しゅっ

席
せき

してください。 

（3） 授
じゅ

業
ぎょう

教
きょう

室
しつ

名
めい

はすべて 略
りゃく

号
ごう

と 教
きょう

室
しつ

番
ばん

号
ごう

で記
き

載
さい

されています （次
じ

頁
ぺーじ

表
ひょう

）。例
たと

えば、 京
きょう

田
た

辺
なべ

校
こう

地
ち

の場
ば

合
あい

 「１−201」 

は知
ち

真
しん

館
かん

１号
ごう

館
かん

201番
ばん

教
きょう

室
しつ

 （２階
かい

）、「ＫＤ202」 は恵
けい

道
どう

館
かん

202番
ばん

教
きょう

室
しつ

（２階
かい

）を、また、今
いま

出
で

川
がわ

校
こう

地
ち

の場
ば

合
あい

 「Ｚ地
ち

１

（ＺＢ１）」 は尋
じん

真
しん

館
かん

地
ち

下
か

１番
ばん

教
きょう

室
しつ

 （地
ち

階
かい

）、「Ｓ32」 は至
し

誠
せい

館
かん

32番
ばん

教
きょう

室
しつ

 （３階
かい

） を 表
あらわ

すものです。 

（4） 授
じゅ

業
ぎょう

教
きょう

室
しつ

は、臨
りん

時
じ

に変
へん

更
こう

することがあります。この場
ば

合
あい

は「臨
りん

時
じ

教
きょう

室
しつ

変
へん

更
こう

」 としてDUET でお知
し

らせしますので、そ

の講
こう

時
じ

のみ変
へん

更
こう

された 教
きょう

室
しつ

で受
じゅ

講
こう

してください。 

情 報
じょうほう

教
きょう

室
しつ

（ 京
きょう

田辺
た な べ

キャンパス） 

略
りゃく

 称
しょう

 教
きょう

  室
しつ

  名
めい

 館
かん

   名
めい

 

ＪＭ101 情
じょう

報
ほう

メディア館
かん

演
えん

習
しゅう

室
しつ

１ 情
じょう

報
ほう

メディア館
かん

１階
かい

 

ＪＭ102 A〜C 情
じょう

報
ほう

メディア館
かん

情
じょう

報
ほう

道
どう

場
じょう

1〜3 情
じょう

報
ほう

メディア館
かん

１階
かい

 

ＪＭ201〜206 情
じょう

報
ほう

メディア館
かん

201〜206番
ばん

教
きょう

室
しつ

 情
じょう

報
ほう

メディア館
かん

２階
かい

 

ＪＭ301〜306 情
じょう

報
ほう

メディア館
かん

301〜306番
ばん

教
きょう

室
しつ

 情
じょう

報
ほう

メディア館
かん

３階
かい

 

ＪＭ402〜406 情
じょう

報
ほう

メディア館
かん

402〜406番
ばん

教
きょう

室
しつ

 情
じょう

報
ほう

メディア館
かん

４階
かい

 

ＴＳ101・102 頌
しょう

真
しん

館
かん

101・102番
ばん

教
きょう

室
しつ

 頌
しょう

真
しん

館
かん

１階
かい

 

ＴＳ202 頌
しょう

真
しん

館
かん

202番
ばん

教
きょう

室
しつ

 頌
しょう

真
しん

館
かん

２階
かい

 

情 報
じょうほう

教
きょう

室
しつ

 （今
いま

出
で

川
がわ

キャンパス） 

Ｋ21・22・25 弘
こう

風
ふう

館
かん

21・22・25番
ばん

教
きょう

室
しつ

 弘
こう

風
ふう

館
かん

２階
かい

 

RY307〜315 良
りょう

心
しん

館
かん

307〜315番
ばん

教
きょう

室
しつ

 良
りょう

心
しん

館
かん

３階
かい

 

情 報
じょうほう

教
きょう

室
しつ

 （新
しん

町
まち

キャンパス） 

Ｒ303・304 臨
りん

光
こう

館
かん

303・304番
ばん

教
きょう

室
しつ

 臨
りん

光
こう

館
かん

３階
かい

 

情 報
じょうほう

教
きょう

室
しつ

 （烏丸
からすま

キャンパス） 

SK地
ち

１・地
ち

９ 志
し

高
こう

館
かん

地
ち

下
か

１・地
ち

下
か

９番
ばん

教
きょう

室
しつ

 志
し

高
こう

館
かん

地
ち

階
かい

 

   

KSR 継
けい

志寮
しりょう
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〔 京
きょう

田
た

辺
なべ

キャンパス〕  〔今
いま

出
で

川
がわ

キャンパス〕 

略  号 館    名  略  号 館    名 

（ＴＣ）１ 知
ち

真
しん

館
かん

１号
ごう

館
かん

  Ｎ 寧
ねい

  静
せい

  館
かん

 

（ＴＣ）２ 知
ち

真
しん

館
かん

２号
ごう

館
かん

  Ｍ 明
めい

  徳
とく

  館
かん

 

（ＴＣ）３ 知
ち

真
しん

館
かん

３号
ごう

館
かん

  Ｓ 至
し

  誠
せい

  館
かん

 

ＫＤ 恵
けい

 道
どう

 館
かん

  Ｋ 弘
こう

  風
ふう

  館
かん

 

ＴＳ 頌
しょう

 真
しん

 館
かん

  Ｇ 神
しん

  学
がく

  館
かん

 

ＭＫ 夢
む

 告
こく

 館
かん

  Ｆ 扶
ふ

  桑
そう

  館
かん

 

ＪＭ 情
じょう

報
ほう

メディア館
かん

  ＣＬ クラーク記
き

念
ねん

館
かん

 

ＲＭ ローム記
き

念
ねん

館
かん

  Ｈ 博
はく

  遠
えん

  館
かん

 

ＫＲ 交
こう

 隣
りん

 館
かん

  Ｔ 徳
とく

  照
しょう

  館
かん

 

ＲＧ 理
り

化
か

学
がく

館
かん

  ＫＥ 光
こう

  塩
えん

  館
かん

 

ＩＮ 医
い

  心
しん

  館
かん

  ＲＹ 良
りょう

  心
しん

  館
かん

 

ＹＥ 有
ゆう

徳
とく

館
かん

西
にし

館
かん

  〔新
しん

町
まち

キャンパス〕 

ＹＭ 有
ゆう

徳
とく

館
かん

東
ひがし

館
かん

  Ｚ 尋
じん

  真
しん

  館
かん

 

ＳＣ 至
し

  心
しん

  館
かん

  Ｒ 臨
りん

  光
こう

  館
かん

 

ＫＣ 香
こう

  知
ち

  館
かん

  SＳ 新
しん

  創
そう

  館
かん

 

ＨＳ 報
ほう

  辰
しん

  館
かん

  ＩＳ 育
いく

  真
しん

  館
かん

 

ＳＯ 創
そう

  考
こう

  館
かん

  ＫＳ 渓
けい

  水
すい

  館
かん

 

ＣＧ 知
ち

  源
げん

  館
かん

  〔烏丸
からすま

キャンパス〕 

ＳＪ 知
ち

証
しょう

館
かん

南
みなみ

館
かん

 心
しん

理
り

学
がく

実
じっ

験
けん

室
しつ

  ＳＫ 志
し

  高
こう

  館
かん

 

Ｄ 知
ち

証
しょう

館
かん

南
みなみ

館
かん

 電
でん

気
き

系
けい

実
じっ

験
けん

実
じっ

習
しゅう

棟
とう

  〔室町
むろまち

キャンパス〕 

ＩＪ 知
ち

証
しょう

館
かん

北
きた

館
かん

 機
き

械
かい

系
けい

実
じっ

験
けん

実
じっ

習
しゅう

棟
とう

  ＫＭＢ 寒
かん

  梅
ばい

  館
かん

 

ＭＳ１ 知
ち

証
しょう

館
かん

北
きた

館
かん

 機
き

械
かい

実
じっ

習
しゅう

工
こう

場
じょう

  〔大阪
おおさか

サテライト〕 

ＭＳ２ 実
じっ

習
しゅう

工
こう

場
じょう

別
べつ

棟
むね

  ＯＳ 大阪
おおさか

サテライト 

ＨＣ 訪
ほう

  知
ち

  館
かん

    

ＢＪ 磐
ばん

  上
じょう

  館
かん

    

ＫＨＨ 香
こう

柏
はく

館
かん

高
こう

層
そう

棟
とう

    

ＫＨＬ 香
こう

柏
はく

館
かん

低
てい

層
そう

棟
とう

    

ＤＶ デイヴィス記
き

念
ねん

館
かん

    

ＴＷ 体
たい

育
いく

シャワー棟
とう
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授授 業業
じゅぎょう

のの録録音音
ろくおん

・・録録画画
ろ く が

等等
とう

ににつついいてて  

科目
か も く

担当者
たんとうしゃ

が事前
じ ぜ ん

に許可
き ょ か

した場合
ば あ い

を除
のぞ

き、次
つぎ

の行為
こ う い

を禁止
き ん し

します。 

⑴授 業
じゅぎょう

の撮影
さつえい

（黒板
こくばん

・スクリーン等
とう

の撮影
さつえい

を含
ふく

む） 

⑵授 業
じゅぎょう

の録音
ろくおん

・録画
ろ く が

 

⑶授 業
じゅぎょう

において配付
は い ふ

した資料
しりょう

の複写
ふくしゃ

 

⑷視聴
しちょう

のためにサーバ等
とう

に保
ほ

存
ぞん

した授
じゅ

業
ぎょう

動
どう

画
が

のダウンロード 

⑸上記
じょうき

⑴～⑷により取得
しゅとく

したものの第三者
だいさんしゃ

への譲渡
じょうと

・公開
こうかい

等
とう

 

  

成成績績
せいせき

評評価価
ひょうか

のの方方法法
ほうほう

ににつついいてて  

本学
ほんがく

の成績
せいせき

評価
ひょうか

は、期末
き ま つ

試験
し け ん

、期末
き ま つ

試験
し け ん

以外
い が い

の評価
ひょうか

により、多面的
た め ん て き

に 行
おこな

います。 

  

1．期末
き ま つ

試験
し け ん

 

各
かく

学
がっ

期
き

末
まつ

の定
さだ

められた期
き

間
かん

に 行
おこな

われる試
し

験
けん

を期末
き ま つ

試
し

験
けん

といいます。期末
き ま つ

試験
し け ん

は教 室
きょうしつ

で 行
おこな

われるものとレポートを含
ふく

み

ます。 

2．期末
き ま つ

試験
し け ん

以外
い が い

の評価
ひょうか

 

期末
き ま つ

試験
し け ん

以外
い が い

の評価
ひょうか

の方
ほう

法
ほう

には、レポート、小
しょう

テスト、オンラインテスト、平 常 点
へいじょうてん

等
など

が含
ふく

まれます。期末
き ま つ

試験
し け ん

以外
い が い

の評価
ひょうか

は授 業 内
じゅぎょうない

で実施
じ っ し

されるものだけでなく、授 業
じゅぎょう

時間外
じ か ん が い

に取
と

り組
く

む課
か

題
だい

も含
ふく

まれます。 

3．追
つい

試
し

験
けん

 

病
びょう

気
き

またはやむを得
え

ない理
り

由
ゆう

のために、期末
き ま つ

試験
し け ん

または学
がく

部
ぶ

教
きょう

授
じゅ

会
かい

が認
みと

める期末
き ま つ

試験
し け ん

以外
い が い

の評価
ひょうか

を受
う

けることができな

かった場
ば

合
あい

に限
かぎ

り 行
おこな

われる試
し

験
けん

を追
つい

試
し

験
けん

といいます。受
じゅ

験
けん

希
き

望
ぼう

者
しゃ

は以
い

下
か

の点
てん

に 注
ちゅう

意
い

してください。 

ａ．当
とう

該
がい

科
か

目
もく

の試
し

験
けん

日
び

の翌日
よくじつ

から起算
き さ ん

して３日
み っ か

以
い

内
ない

（窓
まど

口
ぐち

業
ぎょう

務
む

休
きゅう

止
し

日
び

を除
のぞ

く）に、追
つい

試
し

験
けん

願
ねがい

を所
しょ

属
ぞく

学
がく

部
ぶ

・研
けん

究
きゅう

科
か

窓口
まどぐち

に提
てい

出
しゅつ

しなければならない。ただし、課
か

外
がい

活
かつ

動
どう

のために受
じゅ

験
けん

できない場
ば

合
あい

、追
つい

試
し

験
けん

願
ねがい

は事
じ

前
ぜん

に提
てい

出
しゅつ

し 承
しょう

認
にん

を受
う

け

なければならない。 

ｂ．追
つい

試
し

験
けん

願
ねがい

には、当
とう

該
がい

試
し

験
けん

を受
じゅ

験
けん

できなかった事
じ

由
ゆう

を 証
しょう

明
めい

する以
い

下
か

の書
しょ

類
るい

を添
てん

付
ぷ

しなければならない。 

ｃ．追試験
つ い し け ん

ごとに 1,000円
えん

の追
つい

試
し

験
けん

料
りょう

を必
ひつ

要
よう

とする。ただし、裁
さい

判
ばん

員
いん

制
せい

度
ど

および検察
けんさつ

審査会
し ん さ か い

制度
せ い ど

を事
じ

由
ゆう

とする追
つい

試
し

験
けん

に

ついては、追
つい

試
し

験
けん

料
りょう

を免
めん

除
じょ

する。なお、追
つい

試
し

験
けん

を未
み

受
じゅ

験
けん

であった場
ば

合
あい

でも追
つい

試
し

験
けん

料
りょう

は返
へん

還
かん

しない。 

ｄ．追
つい

試
し

験
けん

は通
つう

常
じょう

の試
し

験
けん

と同
どう

等
とう

に 評
ひょう

価
か

される。減
げん

点
てん

はされない。 

ｅ．レポートは追試験
つ い し け ん

の対 象
たいしょう

にはならないが、提 出
ていしゅつ

締切日
し め き り び

・時間
じ か ん

に突発的
とっぱつてき

な事故
じ こ

等
とう

やむを得
え

ない事
じ

由
ゆう

により、提
てい

出
しゅつ

締
しめ

切
きり

時
じ

間
かん

に間
ま

に合
あ

わなくなった場
ば

合
あい

は、 必
かなら

ず提
てい

出
しゅつ

締
しめ

切
きり

時
じ

間
かん

までに提
てい

出
しゅつ

先
さき

に連
れん

絡
らく

を取
と

り、指
し

示
じ

を受
う

けること。 

ｆ．追
つい

試
し

験
けん

も何
なん

らかの事
じ

情
じょう

により受
じゅ

験
けん

できなかった場
ば

合
あい

には、これに対
たい

する追
つい

試
し

験
けん

は実
じっ

施
し

しない。 
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Reason Required Document 

Illness or injury of students themselves Certificate from a medical doctor (must indicate that 

the student required bed rest on the day of 

examination) In case of designated infectious disease 

that requires suspension, the university’s 

prescribed “Medical Certificate: Infectious Diseases 

Prevented in School” (form downloadable on the 

university website) is also acceptable. 

Death of a close relative (relation within the 
second degree) 

・within the ten-day period of three days before 
the day of death and six days after 

 

Death certificate, funeral notice etc. 

Teaching Practicum Certificate issued by License and Qualification 

Section, Center for License and Qualification 

Nursing care experience Certificate issued by License and Qualification 

Section, Center for License and Qualification 

Museum Science (Fieldwork) or Library Training Certificate issued by License and Qualification 

Section, Center for License and Qualification 

Practical training for social welfare 

support or mental health care support 

Certificate issued by the Office of the Faculty of 

Social Studies and Graduate School of Social Studies 

Psychology training for the qualification 

of Certified Public Psychologist 

Certificate issued by the Office of the Faculty of 

Psychology and Graduate School of Psychology 

Employment examination *1 

 

Certificate for Attending Employment Examination 

issued by the examining organization (university’s 

prescribed form) 

Entrance examination to a graduate school Certificate of attendance at the examination issued by 

the graduate school 

Internship for a regular course Certificate issued by Career Center or the Consortium 

of Universities in Kyoto 

Final examination of a course offered by the 

credit transfer system of the Consortium of 

University in Kyoto 

Certificate of attendance at the examination issued by 

the university that offers the course 

National Examination Admission ticket for the examination 

Extracurricular activities Certificate issued by the Student Support Services 

Center based on prior arrangement 

Disasters Disaster Victim Certificate 

Accident or suspension of public transportation 

(For a delay of more than an hour only *2) 

Certificate of delay issued by the railway/bus company 

Saiban-in (citizen judge) system 

・Participation in Saiban-in Selection procedure as a 

Saiban-in candidate 

・Duty as a Saiban-in or a substitute Saiban-in 

Certificate issued by a court 

Committee for Inquest of Prosecution system 

・Duty as a member of Committee for Inquest of 

Prosecution or a substitute member of Committee for 

Inquest of Prosecution. 

Certificate issued by secretariat of Committee for 

Inquest of Prosecution 

*1 Excluding seminars and orientations that does not affect the screening Those who are unsure whether 

they are eligible for a makeup examination should contact the Career Center. 

*2 For delays shorter than one hour, the Division of Academic Affairs will decide in each such case 

whether or not a makeup examination is applicable. 

 

  

 

対
たい

象
しょう

事
じ

由
ゆう

例
れい

 必
ひつ

要
よう

な 証
しょう

明
めい

書
しょ

類
るい

 

本
ほん

人
にん

の 病
びょう

気
き

、怪
け

我
が

 

医
い

師
し

の診
しん

断
だん

書
しょ

 

（試
し

験
けん

当
とう

日
じつ

安
あん

静
せい

が必
ひつ

要
よう

である旨
むね

の記
き

載
さい

が必
ひつ

要
よう

） 

学校
がっこう

感 染 症
かんせんしょう

の場合
ば あ い

は、大学
だいがく

所定
しょてい

の『「学校
がっこう

において

予防
よ ぼ う

すべき感 染 症
かんせんしょう

」罹患
り か ん

証 明 書
しょうめいしょ

』
）

でも可
か

 

親
しん

族
ぞく

（２親
しん

等
とう

内
ない

）死
し

亡
ぼう

 

  適用
てきよう

期間
き か ん

は次
つぎ

のとおりとする 

  ・死亡
し ぼ う

日
び

を１日目
に ち め

とした７日
か

以内
い な い

 

  ・死亡
し ぼ う

前日
ぜんじつ

を１日目
に ち め

として 遡
さかのぼ

った３日
か

以内
い な い

 

死
し

亡
ぼう

診
しん

断
だん

書
しょ

、会
かい

葬
そう

案
あん

内
ない

等
とう

 

教
きょう

  育
いく

  実
じっ

  習
しゅう

 免
めん

許
きょ

資
し

格
かく

課
か

程
てい

センター事務室
じ む し つ

の 証
しょう

明
めい

書
しょ

 

介
かい

 護
ご

 等
とう

 体
たい

 験
けん

 免
めん

許
きょ

資
し

格
かく

課
か

程
てい

センター事務室
じ む し つ

の 証
しょう

明
めい

書
しょ

 

館
かん

  園
えん

  実
じっ

  習
しゅう

 免
めん

許
きょ

資
し

格
かく

課
か

程
てい

センター事務室
じ む し つ

の 証
しょう

明
めい

書
しょ

 

社会
しゃかい

福祉
ふ く し

援助
えんじょ

、精神
せいしん

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

援助
えんじょ

に関
かん

する実 習
じっしゅう

 社
しゃ

会
かい

学
がく

部
ぶ

・社
しゃ

会
かい

学
がく

研
けん

究
きゅう

科
か

事
じ

務
む

室
しつ

の 証
しょう

明
めい

書
しょ

 

公認
こうにん

心理師
し ん り し

に係
かか

る心
しん

理
り

実
じっ

習
しゅう

 心理
し ん り

学部
が く ぶ

・心理学
し ん り が く

研究科
けんきゅうか

事務室
じ む し つ

の証 明 書
しょうめいしょ

 

就
しゅう

 職
しょく

 試
し

 験
けん

（ 注
ちゅう

１） 
企
き

業
ぎょう

等
とう

が発
はっ

行
こう

する 就
しゅう

職
しょく

試
し

験
けん

受
じゅ

験
けん

証
しょう

明
めい

書
しょ

（大学
だいがく

所定
しょてい

用紙
よ う し

あり） 

大学院
だいがくいん

入 学
にゅうがく

試験
し け ん

 当該
とうがい

大学院
だいがくいん

が発行
はっこう

する受験
じゅけん

証 明 書
しょうめいしょ

 

正課
せ い か

科目
か も く

のインターンシップ キャリアセンター、または大学
だいがく

コンソーシアム京都
きょうと

が発行
はっこう

する証 明 書
しょうめいしょ

 

大学
だいがく

コンソーシアム京都
きょうと

単位
た ん い

互換
ご か ん

科目
か も く

の定期
て い き

試験
し け ん

 当該
とうがい

科目
か も く

設置
せ っ ち

大学
だいがく

が発行
はっこう

する受験
じゅけん

証 明 書
しょうめいしょ

 

国
こっ

  家
か

  試
し

  験
けん

 当
とう

該
がい

試
し

験
けん

の受
じゅ

験
けん

票
ひょう

 

課
か

  外
がい

  活
かつ

  動
どう

 事
じ

前
ぜん

届
とどけ

出
で

に基
もと

づく学
がく

生
せい

支
し

援
えん

センターの 証
しょう

明
めい

書
しょ

 

災
さい

        害
がい

 被災
ひ さ い

証 明 書
しょうめいしょ

 

交通
こうつう

機関
き か ん

の事故
じ こ

、不通
ふ つ う

 

（１時
じ

間
かん

以
い

上
じょう

（ 注
ちゅう

２）の延
えん

着
ちゃく

の場
ば

合
あい

に限
かぎ

る。） 
交
こう

通
つう

機
き

関
かん

の延
えん

着
ちゃく

証
しょう

明
めい

書
しょ

 

裁
さい

判
ばん

員
いん

制
せい

度
ど

 

・裁
さい

判
ばん

員
いん

候
こう

補
ほ

者
しゃ

として裁
さい

判
ばん

員
いん

等
とう

選
せん

任
にん

手
て

続
つづき

に参
さん

加
か

 

・裁
さい

判
ばん

員
いん

、補
ほ

充
じゅう

裁
さい

判
ばん

員
いん

として 職
しょく

務
む

に 従
じゅう

事
じ

 

裁
さい

判
ばん

所
しょ

が発
はっ

行
こう

する 証
しょう

明
めい

書
しょ

 

検察
けんさつ

審査会
し ん さ か い

制度
せ い ど

 

・検察
けんさつ

審査員
し ん さ い ん

、補
ほ

充 員
じゅういん

として職務
しょくむ

に従事
じゅうじ

 
検察
けんさつ

審査会
し ん さ か い

事務局
じ む き ょ く

が発行
はっこう

する証 明 書
しょうめいしょ

 

（ 注
ちゅう

1）採用
さいよう

に関
かか

わらないセミナー、説明会
せつめいかい

を除
のぞ

く。追試験
つ い し け ん

の対 象
たいしょう

事由
じ ゆ う

について判断
はんだん

しかねる場合
ば あ い

は、キャリアセンター

に問
と

い合
あ

わせてください。 

（ 注
ちゅう

2）１時
じ

間
かん

未
み

満
まん

の場
ば

合
あい

は、その都
つ

度
ど

教
きょう

務
む

部
ぶ

で対
たい

応
おう

を決
けっ

定
てい

する。 
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44..期期
き

末末
まつ

試試
し

験験
けん

にに関関
かん

すするる 注注
ちゅう

意意
い

事事
じ

項項
こう

  

受受 験験 上上
じゅけんじょう

のの注注意意
ちゅうい

  

（1） 受
じゅ

験
けん

のためには次
つぎ

の 条
じょう

件
けん

を備
そな

えていることが必
ひつ

要
よう

です。 

ａ．有
ゆう

効
こう

な登
とう

録
ろく

がなされた科
か

目
もく

であること。 

ｂ．学
がく

費
ひ

納
のう

入
にゅう

が済
す

んでいること。 

ｃ．科
か

目
もく

担
たん

当
とう

者
しゃ

の指
し

定
てい

する 条
じょう

件
けん

を備
そな

えていること。なお、授
じゅ

業
ぎょう

日
にっ

数
すう

の３分
ぶん

の２以
い

上
じょう

の 出
しゅっ

席
せき

がない場合
ば あ い

は、科目
か も く

担当者
たんとうしゃ

の判断
はんだん

によって、受験
じゅけん

資格
し か く

を取
とり

消
け

すことがある。 

（2） 試
し

験
けん

場
じょう

においては次
つぎ

のことを守
まも

らなければなりません。 

ａ．指
し

定
てい

された試
し

験
けん

場
じょう

で受
じゅ

験
けん

すること。 

ｂ．必
かなら

ず学
がく

生
せい

証
しょう

を持
じ

参
さん

し、机
き

上
じょう

に提
てい

示
じ

すること。万
まん

一
いち

、持
じ

参
さん

しなかった場
ば

合
あい

は、その試
し

験
けん

の始
はじ

まる前
まえ

に証 明 書
しょうめいしょ

自動
じ ど う

発行機
は っ こ う き

（発行
はっこう

手数料
てすうりょう

100円
えん

）で仮学生証
かりがくせいしょう

を発行
はっこう

すること。 

ｃ．持
もち

込
こ

みを許
ゆる

された物
もの

以
い

外
がい

はすべて 鞄
かばん

・ 袋
ふくろ

などに入
い

れること。なお、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

（スマートフォンを含
ふく

む）、パソ

コン（モバイル PC等
とう

を含
ふく

む）、タブレット端
たん

末
まつ

、スマートウォッチ等
とう

の通
つう

信
しん

機
き

器
き

、携
けい

帯
たい

音
おん

楽
がく

プレーヤー等
とう

の携
けい

帯
たい

型
がた

録
ろく

音
おん

再
さい

生
せい

機
き

器
き

等
とう

（以
い

下
か

「携
けい

帯
たい

機
き

器
き

類
るい

」という。）については、電
でん

源
げん

を切
き

って 鞄
かばん

や 袋
ふくろ

などにしまうこと（携
けい

帯
たい

機
き

器
き

類
るい

は時
と

計
けい

代
が

わりの 使
しよう

用
よう

も認
みと

めない）。 

ｄ．試
し

験
けん

開
かい

始
し

より 15分
ふん

以
い

上
じょう

遅
ち

刻
こく

したものは受
じゅ

験
けん

できない。また、試
し

験
けん

開
かい

始
し

後
ご

30分
ぷん

を経
けい

過
か

するまでは退
たい

室
しつ

できない。 

ｅ．受
じゅ

験
けん

者
しゃ

は学
がく

生
せい

証
しょう

と答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

の氏
し

名
めい

との 照
しょう

合
ごう

確
かく

認
にん

を受
う

けること。 

ｆ．答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

の学
がく

生
せい

ＩD、氏
し

名
めい

は 必
かなら

ずペン書
がき

とする。 

ｇ．試験
し け ん

を放棄
ほ う き

する場合
ば あ い

も答案
とうあん

用紙
よ う し

に学生
がくせい

ID、氏名
し め い

を記入
きにゅう

して提 出
ていしゅつ

すること。答
とう

案
あん

用
よう

紙
し

を持
も

ち帰
かえ

ってはならない。 

ｈ．その他
た

すべて試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

の指
し

示
じ

に 従
したが

うこと。 

（3） 次
つぎ

の場
ば

合
あい

には、その答
とう

案
あん

は無
む

効
こう

とみなされることがあります。 

ａ．無
む

記
き

名
めい

の場
ば

合
あい

。 

ｂ．指
し

定
てい

された試
し

験
けん

場
じょう

で受
じゅ

験
けん

しなかった場
ば

合
あい

。 

ｃ．氏
し

名
めい

を訂
てい

正
せい

した場
ば

合
あい

。 

（4） 次
つぎ

の行
こう

為
い

は、不
ふ

正
せい

行
こう

為
い

として取
と

り 扱
あつか

います。 

ａ．本
ほん

人
にん

以
い

外
がい

の者
もの

が、本
ほん

人
にん

になりすまして試
し

験
けん

を受
う

けること。 

ｂ．試験
し け ん

を受験
じゅけん

するにあたって、机
き

上
じょう

や衣
い

服
ふく

、身
しん

体
たい

等
とう

に書
か

き込
こ

みをすること。 

ｃ．試験
し け ん

を受験
じゅけん

するにあたって、持
も

ち込
こ

みや使
し

用
よう

を認
みと

められたものに書
か

き込
こ

みをする等
とう

、本
ほん

来
らい

の使
し

用
よう

目
もく

的
てき

と異
こと

なる使
つか

い方
かた

をすること。 

ｄ．試
し

験
けん

時
じ

間
かん

中
ちゅう

に、カンニングペーパー類
るい

や持
も

ち込
こ

みを許
きょ

可
か

されていない参
さん

考
こう

書
しょ

・ノート類
るい

を持
も

ち込
こ

んだり、他
ほか

の受
じゅ

験
けん

生
せい

の答
とう

案
あん

を見
み

ること、他
ほか

の人
ひと

から答
こた

えを教
おそ

わること。 

ｅ．試
し

験
けん

時
じ

間
かん

中
ちゅう

に、答
こた

えを教
おし

える等
とう

の他
た

の受
じゅ

験
けん

生
せい

を利
り

するような行為
こ う い

をすること。 

ｆ．答案
とうあん

用紙
よ う し

配付
は い ふ

から回 収
かいしゅう

までの私語
し ご

や答案
とうあん

の見
み

せ合
あ

い、交
こう

換
かん

をすること。 

ｇ．その他
た

、試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

の指
し

示
じ

に 従
したが

わないこと。 

（5） 次
つぎ

の行
こう

為
い

は、不
ふ

正
せい

行
こう

為
い

として取
と

り 扱
あつか

う場
ば

合
あい

があります。 

ａ．試
し

験
けん

時
じ

間
かん

中
ちゅう

に、使
し

用
よう

を認
みと

められていない用
よう

具
ぐ

を使
し

用
よう

して解
かい

答
とう

すること。 

ｂ．試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

の試
し

験
けん

開
かい

始
し

の指
し

示
じ

の前
まえ

に解
かい

答
とう

を始
はじ

めること。 

ｃ．試
し

験
けん

監
かん

督
とく

者
しゃ

の試
し

験
けん

終
しゅう

了
りょう

の指
し

示
じ

の後
あと

に、筆
ひっ

記
き

用
よう

具
ぐ

や消
け

しゴムを持
も

ち続
つづ

けていたり、解
かい

答
とう

を続
つづ

けていたりすること。 

ｄ．試
し

験
けん

場
じょう

において、他
た

の受
じゅ

験
けん

生
せい

の迷
めい

惑
わく

となる行
こう

為
い

をすること。 

  

44..NNootteess  ffoorr  FFiinnaall  EExxaammiinnaattiioonnss  

(1) You must fulfill the following to attend an examination. 

a. You must take the examination for the courses that you have officially registered for. 

b. You must have fully paid your school fee. 

c. You must fulfill the requirements set out by the lecturer of the course concerned. The lecturer may 

disqualify you from taking the examination if you have not attended more than two thirds of the classes 

held for the course. 

 

(2) You must observe the following rules in the examination room. 

a. You must take the examination in the designated room. 

b. You must bring your Student ID Card and place it on the desk during the examination. If you forget to 

bring it, you must obtain a temporary Student ID Card at an automatic certification issuing machine  

(fee 100yen) before the examination. 

c. You must put all personal belongings in your bag except for those permitted to be used during the 

examination. Turn off mobile phones (including smartphones), personal computer, tablet, or smart watches 

with an Internet function, portable media players, or portable recording devices before putting them 

away. (Use of these devices is not permitted, even for checking the time) 

d. You will not be allowed to take the examination if you arrived more than 15 minutes late. You cannot 

leave the examination room until 30 minutes into the examination. 

e. Your Student IC Card and the name on your answer sheet will be checked by the invigilator. 

f. You must use a pen to fill in your student ID number and name on the answer sheet. 

g. You must fill in your student ID number and name on the answer sheet and submit it even if you do not 

complete the examination. You must not take the answer sheet home. 

h. You must follow all other instructions by the invigilator. 

 

(3) Your answer sheet may be deemed invalid if: 

a. You did not fill in your name. 

b. You did not take the examination in the designated room. 

c. You made corrections to your name. 

 

(4) The following acts will be considered as academic dishonesty. 

a. Impersonating someone in an examination. 

b. Writing notes on the desks, clothing or body when taking an examination. 

c. Using permitted items for unauthorized purposes such as writing notes on them when taking an examination. 

d. Bringing crib notes, reference books, and notes that are not allowed. Copying answers from other 

students' examinations. Obtaining answers from other students. 

e. Providing information to other students, or other acts that benefit other students during the examination 

f. Talking, swapping answers with other students during the examination or exchanging answer sheets between 

distribution and collection of answer sheets. 

g. Failing to follow instructions provided by an invigilator. 

 

(5) The following acts could be considered as academic dishonesty. 

a. Cheating on an examination by obtaining unauthorized materials. 

b. Starting an examination prior to the specified time. 

c. Continuing to use writing materials or an eraser after an invigilator has called for an examination to 

finish. 

d. Bothering others during an examination. 
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ｅ．試
し

験
けん

時
じ

間
かん

中
ちゅう

に、携
けい

帯
たい

電
でん

話
わ

（スマートフォンを含
ふく

む）、パソコン（モバイル PC等
とう

を含
ふく

む）、タブレット端
たん

末
まつ

、ス

マートウォッチ等
とう

の通
つう

信
しん

機
き

能
のう

を有
ゆう

する機
き

器
き

、携
けい

帯
たい

音
おん

楽
がく

プレーヤー等
とう

の携
けい

帯
たい

型
がた

録
ろく

音
おん

再
さい

生
せい

機
き

器
き

等
とう

（以
い

下
か

「携
けい

帯
たい

機
き

器
き

類
るい

」

という。）を身
み

に付
つ

けていたり、指
し

示
じ

された以
い

外
がい

の場
ば

所
しょ

・状 態
じょうたい

で保管
ほ か ん

していること。 

ｆ．試験
し け ん

時
じ

間 中
かんちゅう

に、携帯
けいたい

機器類
き き る い

・時計
と け い

等
とう

の音
おと

（着 信
ちゃくしん

、アラーム、振動音
しんどうおん

等
とう

）を鳴
な

らすこと。 

ｇ．その他
た

、試
し

験
けん

の公
こう

平
へい

性
せい

を損
そこ

なう行
こう

為
い

をすること。 

（6） 上記
じょうき

の⑷または⑸に該当
がいとう

する行為
こ う い

があって、当
とう

該
がい

学
がく

部
ぶ

教
きょう

授
じゅ

会
かい

がそれを不正
ふ せ い

行為
こ う い

と認定
にんてい

した場
ば

合
あい

は、その試
し

験
けん

が実
じっ

施
し

された学期
が っ き

中の全
ぜん

科
か

目
もく

を不
ふ

合
ごう

格
かく

（2004年
ねん

度
ど

生
せい

以
い

降
こう

）または０点
てん

（2003年
ねん

度
ど

生
せい

以
い

前
ぜん

）とし、これを公
こう

表
ひょう

する（た

だし、当
とう

該
がい

教
きょう

授
じゅ

会
かい

が定
さだ

める科
か

目
もく

については除
のぞ

く）。 

 

講
こう

 時
じ

 試
し

 験
けん

 時
じ

 間
かん

 

１ ９ ： 20 〜10 ： 30 

２ 11 ： 00 〜12 ： 10 

３ 13 ： 25 〜14 ： 35 

４ 15 ： 05 〜16 ： 15 

５ 16 ： 45 〜17 ： 55 

６ 18 ： 25 〜19 ： 35 

７ 20 ： 05 〜21 ： 15 

 

期期末末
き ま つ

試試験験
し け ん

ととししてて実実施施
じ っ し

すするるレレポポーートトのの 注注
ちゅう

意意
い

  

（1） レポート提 出
ていしゅつ

時
じ

は、次
つぎ

のことに注意
ちゅうい

すること。 

ａ．レポートには所定
しょてい

の表紙
ひょうし

 （同志社
ど う し し ゃ

生 協
せいきょう

で販売
はんばい

又
また

は、 

https://www.doshisha.ac.jp/students/curriculum/exam_type.html でダウンロード可
か

）を付
つ

けること。 

ｂ． 表
ひょう

紙
し

およびレポート受
じゅ

領
りょう

書
しょ

は、ペン書
が

きのこと。 

ｃ．学
がく

生
せい

証
しょう

を持
じ

参
さん

のうえ、 必
かなら

ず本
ほん

人
にん

が提
てい

出
しゅつ

すること。郵
ゆう

送
そう

は認
みと

めない。 

ｄ．提
てい

出
しゅつ

締
しめ

切
きり

日
び

・時
じ

間
かん

に遅
おく

れたレポートは、受
う

け付
つ

けない。ただし、提
てい

出
しゅつ

締
しめ

切
きり

日
び

の突
とっ

発
ぱつ

的
てき

な事
じ

故
こ

等
とう

やむを得
え

ない事
じ

由
ゆう

により、提
てい

出
しゅつ

締
しめ

切
きり

時
じ

間
かん

に間
ま

に合
あ

わない場
ば

合
あい

、 必
かなら

ず提
てい

出
しゅつ

締
しめ

切
きり

時
じ

間
かん

までに提
てい

出
しゅつ

先
さき

に連
れん

絡
らく

を取
と

り指
し

示
じ

を受
う

けるこ

と。 

ｅ．一度
い ち ど

提 出
ていしゅつ

したレポートは、提 出
ていしゅつ

締切日前
しめきりびまえ

であっても加筆
か ひ つ

・修 正
しゅうせい

はできない。 

ｆ．レポート受 領 書
じゅりょうしょ

は、評価
ひょうか

が出るまで大切
たいせつ

に保管
ほ か ん

すること。 

（2） レポートに関
かん

する不
ふ

正
せい

行
こう

為
い

について。 

次
つぎ

のようなレポートの不正
ふ せ い

作成
さくせい

は、 教
きょう

室
しつ

で 行
おこな

われる試
し

験
けん

と同様
どうよう

に不正
ふ せ い

行為
こ う い

として取
とり

扱
あつか

い、教 授 会
きょうじゅかい

が認定
にんてい

した場
ば

合
あい

は学
がく

部
ぶ

一
いっ

般
ぱん

内
ない

規
き

に 従
したが

って処
しょ

分
ぶん

の対
たい

象
しょう

とします。 

ａ．レポートの作成
さくせい

にあたって、他人
た に ん

の著作物
ちょさくぶつ

や WEB 上
じょう

の情 報
じょうほう

等
とう

を参 照
さんしょう

・引用
いんよう

したにもかかわらず、引用
いんよう

部分
ぶ ぶ ん

の

明示
め い じ

や出 典
しゅってん

の記載
き さ い

もなく、自
じ

身
しん

で作
さく

成
せい

したように記
き

述
じゅつ

すること。 

ｂ．他人
た に ん

が作成
さくせい

したレポートを自分
じ ぶ ん

のものとして提 出
ていしゅつ

すること。 

ｃ．他人
た に ん

に依頼
い ら い

し作成
さくせい

されたレポートや電子的
で ん し て き

なツールやソフト等
など

に指示
し じ

し生成
せいせい

させたレポートを自分
じ ぶ ん

のものとして

提 出
ていしゅつ

すること。 

ｄ．他人
た に ん

に依頼
い ら い

されてレポートを作成
さくせい

すること。 

ｅ．転記
て ん き

目的
もくてき

で他人
た に ん

が作成
さくせい

したレポートの 提 供
ていきょう

を受
う

けること、また自
じ

身
しん

が作成
さくせい

したレポートを転記
て ん き

目的
もくてき

で他人
た に ん

に

提 供
ていきょう

すること。 

ｆ．その他
た

、レポートの公
こう

平
へい

性
せい

を損
そこ

なう行
こう

為
い

をすること。 
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５５  ．．期期末末試試験験以以外外のの評評価価ににつついいてて  

  期末
き ま つ

試験
し け ん

以外
い が い

の評価
ひょうか

においても、評価
ひょうか

の方法
ほうほう

により、上記
じょうき

「4．期
き

末
まつ

試
し

験
けん

に関
かん

する 注
ちゅう

意
い

事
じ

項
こう

」が適用
てきよう

されることがある。

同様
どうよう

に、上記
じょうき

「3．追試験
つ い し け ん

」の対 象
たいしょう

となることもあるので、詳 細
しょうさい

は所属
しょぞく

の学部
が く ぶ

・研究科
けんきゅうか

事務室
じ む し つ

窓口
まどぐち

に照 会
しょうかい

すること。 

 

窓窓口口
まどぐち

受受付付
うけつけ

時時間間
じ か ん

（（開開講講
かいこう

期期間間
き か ん

））  

  月
げつ

〜金曜日
き ん よ う び

 土
ど

 曜
よう

 日
び

 

今
いま

 

出
で

 

川
かわ

 

※ 

今出川
い ま で が わ

キャンパス教務
きょうむ

センター 

文
ぶん

学部
が く ぶ

、法
ほう

学部
が く ぶ

、経済
けいざい

学部
が く ぶ

、 

今出川校地
い ま で が わ こ う ち

教務課
き ょ う む か

、 免許
めんきょ

資格
し か く

課程
か て い

セ ン タ ー

事務室
じ む し つ

、全学
ぜんがく

共 通
きょうつう

教 養
きょうよう

教 育
きょういく

センター事務室
じ む し つ

 

９：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

総合
そうごう

窓口
まどぐち

 

８：40〜17：00 

総合
そうごう

窓口
まどぐち

のみ 

８：40〜11：30 

12：30〜17：00 

新町
しんまち

総合
そうごう

窓口
まどぐち

 

社会
しゃかい

学部
が く ぶ

事務室
じ む し つ

、政策
せいさく

学部
が く ぶ

事務室
じ む し つ

 

９：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

総合
そうごう

窓口
まどぐち

 

８：40〜17：00 

閉
へい

 室
しつ

 神
しん

学
がく

部
ぶ

事
じ

務
む

室
しつ

 
９：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

商
しょう

学
がく

部
ぶ

事
じ

務
む

室
しつ

 
９：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

グローバル地
ち

域
いき

文
ぶん

化
か

学
がく

部
ぶ

事
じ

務
む

室
しつ

 
９：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

国際
こくさい

教 育
きょういく

インスティテュート事務室
じ む し つ

 

国
こく

際
さい

教 養
きょうよう

教 育
きょういく

院
いん

事務室
じ む し つ

 

９：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 
閉
へい

 室
しつ

 

京
きょう

 

田
た

辺
なべ

 

※ 

京
きょう

田辺
た な べ

キャンパス教務
きょうむ

センター 

生命
せいめい

医科
い か

学部
が く ぶ

、スポーツ健康
けんこう

科学部
か が く ぶ

、 

心理
し ん り

学部
が く ぶ

、グローバル・コミュニケーション

学部
が く ぶ

、 

免許
めんきょ

資格
し か く

課程
か て い

センター事務室
じ む し つ

、京
きょう

田
た

辺
なべ

校
こう

地
ち

教
きょう

務
む

課
か

 

９：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

総合
そうごう

窓口
まどぐち

 

９：00 〜17：00 

閉
へい

 室
しつ

 

文
ぶん

化
か

情
じょう

報
ほう

学
がく

部
ぶ

事
じ

務
む

室
しつ

 

理
り

工
こう

学
がく

部
ぶ

事
じ

務
む

室
しつ

 

９：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 
閉
へい

 室
しつ

 

登録
とうろく

期間
き か ん

、休暇
きゅうか

期間
き か ん

は受付
うけつけ

時間
じ か ん

が変
か

わります。窓口
まどぐち

受付
うけつけ

時間
じ か ん

が変更
へんこう

になる場合
ば あ い

は、大学
だいがく

HP、掲示
け い じ

等
とう

によってお知
し

らせ

します。 

※ 教務
きょうむ

センターの総合
そうごう

窓口
まどぐち

では、一般的
いっぱんてき

な質問
しつもん

や、レポートの受付
うけつけ

等
とう

を 行
おこな

います。 

  

EEvvaalluuaattiioonnss  ootthheerr  tthhaann  FFiinnaall  EExxaammiinnaattiioonnss  

Depending on the method of evaluations, "3.Makeup examinations" as well as "4.Notes for Final Examination" 

may apply to Evaluations other than Final Examinations. Please contact the office of faculty/graduate school 

you enrolled in for details. 

 

OOffffiiccee  HHoouurrss  ((DDuurriinngg  ccoouurrssee  ppeerriioodd))  

Campuses Name of office Mon-Fri Sat 

Imadegawa* 

Center for Academic Affairs, Imadegawa 

Campus Faculty of Letters, Faculty of 

Law, Faculty of Economics, Department 

of Register, and Office of Center for 

License and Qualification, Office of 

Center for General and Liberal 

Education 

9：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

General Information 

8：40〜17：00 

General Information 

only 

8：40〜11：30 

12：30〜17：00 

Center for Academic Affairs, Shimmachi 

Campus 

Office of Faculty of Social Studies and 

Office of Faculty of Policy Studies 

9：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

General Information 

8：40〜17：00 

Closed Office of School of Theology 
9：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

Office of Faculty of Commerce 
9：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

Office of Faculty of Global and 

Regional Studies 

9：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

The Institute for the Liberal Arts 

Office 

Office of the Center for Global 

Education and Japanese Language 

9：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 
Closed 

Kyotanabe* 

Center for Academic Affairs, Kyotanabe 

Campus 

Faculty of Life and Medical Sciences, 

Faculty of Health and Sports Science, 

Faculty of Psychology, Faculty of 

Global Communications, Office of center 

for License and Qualification and 

Department of Resistrar 

9：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 

General Information 

9：00 〜17：00 

Closed 

Office of Faculty of Culture and 

Informations Science 

Office of Faculty of Science and 

Engineering 

9：00 〜11：30 

12：30 〜17：00 
Closed 

During course registration and recess, office hours will be changed. It will be notified on the university 

website and message board if it is changed. 

*At the General Information of the Center for Academic Affairs, it will be taken the general inquiry, and 

the receipt of report from students.      
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学学 業業
がくぎょう

成成績績
せいせき

  

成成績績
せいせき

評評価価
ひょうか

  

（1） 2004年
ねん

度
ど

生
せい

以
い

降
こう

 

ａ．学
がく

業
ぎょう

成
せい

績
せき

は以
い

下
か

の基
き

準
じゅん

にしたがいＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｆの５段階
だんかい

で評価
ひょうか

され、Ｄ以上
いじょう

が合格
ごうかく

、Ｆが不合格
ふ ご う か く

です。就 職 用
しゅうしょくよう

成績
せいせき

証 明 書
しょうめいしょ

等
とう

、本学
ほんがく

以外
い が い

で使用
し よ う

するために発行
はっこう

する学 業
がくぎょう

成績
せいせき

証 明 書
しょうめいしょ

には、Ｄ以上
いじょう

の評価
ひょうか

を得
え

た科目
か も く

とその成
せい

績
せき

に加
くわ

えて、履
り

修
しゅう

した全
すべ

ての科
か

目
もく

のＧＰＡ（Grade Point Average）が記載
き さ い

されます。 

判判定定
はんてい

基基準準
きじゅん

  

評価
ひょうか

 評 点
ひょうてん

 判
はん

  定
てい

  内
ない

  容
よう

 

Ａ 4.0 特
とく

に優
すぐ

れた成
せい

績
せき

を示
しめ

した 

Ｂ 3.0 優
すぐ

れた成
せい

績
せき

を示
しめ

した 

Ｃ 2.0 妥当
だ と う

と認
みと

められる成績
せいせき

を示
しめ

した 

Ｄ 1.0 合格
ごうかく

と認
みと

められる最低
さいてい

限度
げ ん ど

の成績
せいせき

を示
しめ

した 

Ｆ 0.0 合
ごう

格
かく

と認
みと

められるに足
た

る成
せい

績
せき

を示
しめ

さなかった 

 

ｂ．ＧＰＡは、Ａ〜Ｆの段階
だんかい

で評価
ひょうか

された全科目
ぜ ん か も く

の評価
ひょうか

を評 点
ひょうてん

に換算
かんさん

して、その単位数
た ん い す う

で加重
かじゅう

平均
へいきん

することによって算 出
さんしゅつ

されます。ＧＰＡの算 出
さんしゅつ

方法
ほうほう

は次
つぎ

のとおりです。 

 
（Ⓐ×4.0＋Ⓑ×3.0＋Ⓒ×2.0＋Ⓓ×1.0＋Ⓕ×0.0） 

 ＧＰＡ ＝ ——————————————————————————————————————————— 
（Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ＋Ⓓ＋Ⓕ） 

（­Ⓐ〜ⒻはＡ〜Ｆの評価
ひょうか

が付
つ

いた科目
か も く

の単位数
た ん い す う

の合計
ごうけい

） 

 

（2）2003年
ねん

度
ど

生
せい

以
いぜん

前 

ａ．学 業
がくぎょう

成績
せいせき

の評価
ひょうか

は、100点
てん

満点
まんてん

で 60点
てん

以上
いじょう

が合格
ごうかく

、それに満
み

たないものは不
ふ

合
ごう

格
かく

です。ただし、就 職 用
しゅうしょくよう

成績
せいせき

証 明 書
しょうめいしょ

等
とう

、本学
ほんがく

以外
い が い

で使用
し よ う

するために発行
はっこう

する学 業
がくぎょう

成績
せいせき

証 明 書
しょうめいしょ

には優
ゆう

、 良
りょう

、可
か

（英文
えいぶん

の場合
ば あ い

はＡ、Ｂ、Ｃ）による評価
ひょうか

が

使用
し よ う

されます。優
ゆう

（Ａ）は 100〜80点
てん

、 良
りょう

（Ｂ）は 79〜70点
てん

、可
か

（Ｃ）は 69〜60点
てん

です。 

ｂ．平均点
へいきんてん

は、合格点
ごうかくてん

に達
たっ

している科目
か も く

の得点
とくてん

を、その単位数
た ん い す う

で加重
かじゅう

平均
へいきん

することによって算
さん

出
しゅつ

されます。加
か

重
じゅう

平
へい

均
きん

の算
さん

出
しゅつ

方
ほう

法
ほう

は次
つぎ

のとおりです。 

 

（各科目
か く か も く

の得点
とくてん

×単位数
た ん い す う

） の合計
ごうけい

 

 平均点
へいきんてん

 ＝ ——————————————————————————————— 

総単位数
そうたんいすう

 

 

成成績績
せいせき

発発 表表
はっぴょう

  

履修
りしゅう

科目
か も く

の成績
せいせき

は、春学
はるがっ

期末
き ま つ

（９月
がつ

中 旬
ちゅうじゅん

）と秋学
あきがっ

期末
き ま つ

（３月
がつ

中 旬
ちゅうじゅん

）に各自
か く じ

に通知
つ う ち

します。それ以前
い ぜ ん

の成績
せいせき

の 照
しょう

会
かい

に

は応
おう

じません。 

 

不不合合格格
ふ ご う か く

科科目目
か も く

  

（1）2004年度生
ね ん ど せ い

以降
い こ う

 

Ｆ評価
ひょうか

であった科目
か も く

を 再
ふたた

び履
り

修
しゅう

してＤ以
い

上
じょう

の 評
ひょう

価
か

を得
え

た場
ば

合
あい

は、直 近
ちょっきん

のＦ評価
ひょうか

についてのみ GPA に算入されま

せん。 

ただし、一部
い ち ぶ

の科目
か も く

については取
とり

扱
あつか

いが異
こと

なる場合
ば あ い

がありますので、各学部
か く が く ぶ

の配布物
は い ふ ぶ つ

等
とう

を参 照
さんしょう

してください。 

（2）2003年度生
ね ん ど せ い

以前
い ぜ ん

 

不合格
ふ ご う か く

となった科目
か も く

を 再
ふたた

び履修
りしゅう

して合格点
ごうかくてん

を得た場合
ば あ い

は、以前
い ぜ ん

の不合格点
ふごうかくてん

は合格点
ごうかくてん

に変更
へんこう

されます。 

 

 

  

AAccaaddeemmiicc  PPeerrffoorrmmaannccee 

GGrraaddiinngg  

(1) Students enrolled in or after 2004  

Grades are given in five levels of A, B, C, D and F as below, with D or higher as pass and F as 

fail. Your official transcript issued for an outside organization’s reference, such as for job 

application, will list the courses with a grade of D or higher and their respective grades, as well 

as the overall GPA (Grade Point Average) of all the subjects you have taken. 

GGrraaddiinngg  SSccaallee  

Grade Grade Point Description 

A 4.0 Excellent 

B 3.0 Good 

C 2.0 Fair 

D 1.0 Pass 

F 0.0 Fail 

b. GPA is calculated by firstly converting the grades for all the courses graded in the A-F range to grade 

points and calculating the weighted average based on the number of credits. The formula to calculate 

GPA is: 

  

 (Ax4.0+Bx3.0+Cx2.0+Dx1.0+Fx0.0) 

GPA = 

(A+B+C+D+F) 

(A to F indicates the respective total numbers of credits for courses graded A to F) 

  

(2) Students enrolled in or before 2003  

a. Grades are given in 0 – 100 point scores, with 60 points or more being a pass mark and less than 

60 points a fail. However, on your official transcript issued for an outside organization’s 

reference, such as for a job application, grades are indicated by 優、良、可 (A,B,C on an English 

transcript). 優 (A) corresponds to 100 – 80 points, 良 (B) corresponds to 79 – 70 points and 可 

(C) corresponds to 69 – 60 points. 

b. The average score is calculated by the weighted average of the scores for the passed courses and 

their  

credits. The formula to calculate the weighted average is: 

 

Sum of (scores of each course x number of credits) 

             Average Score =  

Total Number of Credits 

  

AAnnnnoouunncceemmeenntt  ooff  GGrraaddeess  

Grade will be noted individually to each student at the end for the Spring Semester (mid-September) and 

the end of the Fall Semester (mid-March). We will not answer any inquiries regarding grades in advance of 

this time. 

 

FFaaiilluurree  CCoouurrsseess  

(1) Students enrolled in or after 2004 

For those who repeated an F-graded course and received a grade of D or higher, the most recent F 

grade are not calculated into the GPA. This principle, however, may not apply to some courses. 

Please refer to the related documents distributed by your affiliated faculty. 

(2) Students enrolled in or before 2003 

For those who repeated a failed course and received a pass mark, the previous fail mark will be 

replaced by the pass mark.  
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ククレレーームム・・ココミミッッテティィ制制度度
せ い ど

  

科目
か も く

担当者
たんとうしゃ

との直 接 的
ちょくせつてき

なコミュニケーションでは解決
かいけつ

できない授 業
じゅぎょう

内容
ないよう

や授 業
じゅぎょう

方法
ほうほう

に関
かん

する改善
かいぜん

の要望
ようぼう

がある場合
ば あ い

は、

所属
しょぞく

の学部
が く ぶ

・研究科
けんきゅうか

窓口
まどぐち

に相談
そうだん

してください。学部
が く ぶ

・研究科
けんきゅうか

で相談
そうだん

の内容
ないよう

を確認後
か く に ん ご

、必要
ひつよう

に応
おう

じて各学部
か く が く ぶ

等
とう

のクレーム・コ

ミッティが事実
じ じ つ

関係
かんけい

を調査
ちょうさ

し、クレームに関
かか

わる一連
いちれん

の対応
たいおう

について回答
かいとう

します。なお、いかなる場合
ば あ い

であっても、相談者
そうだんしゃ

の学生
がくせい

ＩＤや氏名
し め い

が科目
か も く

担当者
たんとうしゃ

に明
あ

かされることはなく、また相談
そうだん

によって決
けっ

して不利益
ふ り え き

を 被
こうむ

ることはありません。 

 

採採
さい

点点
てん

質質
しつ

問問
もん

    

成績
せいせき

評価
ひょうか

に関
かん

する質問
しつもん

や異議
い ぎ

申
もう

し立
た

てをしたい場合
ば あ い

は、定
さだ

められた成績
せいせき

通知
つ う ち

日
び

から１ 週 間
しゅうかん

以内
い な い

に、国際
こくさい

教 養
きょうよう

教 育 院
きょういくいん

事務室
じ む し つ

に採点
さいてん

質問
しつもん

票
ひょう

を 提 出
ていしゅつ

してください。国際
こくさい

教 養
きょうよう

教 育 院
きょういくいん

事務室
じ む し つ

が学生
がくせい

に代
か

わって科目
か も く

担当者
たんとうしゃ

に問
と

い合
あ

わせます。 

留 学
りゅうがく

期間
き か ん

を終
お

えた学生
がくせい

の成績
せいせき

は、所属
しょぞく

大学
だいがく

を通
つう

じて交付
こ う ふ

するため、成績
せいせき

評価
ひょうか

に関
かん

する質問
しつもん

や異議
い ぎ

申
もう

し立
た

て期間
き か ん

は、以下
い か

のとおりとします。国際
こくさい

教 養
きょうよう

教 育 院
きょういくいん

事務室
じ む し つ

に所属
しょぞく

大学
だいがく

を通
つう

じて期間
き か ん

内
ない

に問
と

い合
あ

わせを 行
おこな

ってください。国際
こくさい

教 養
きょうよう

教 育 院
きょういくいん

事務室
じ む し つ

が学生
がくせい

に代
か

わって科目
か も く

担当者
たんとうしゃ

に問
と

い合
あ

わせます。 

●春
はる

学期
が っ き

修 了 者
しゅうりょうしゃ

（９月
がつ

）：１０月
がつ

末日
まつじつ

まで 

●秋
あき

学期
が っ き

修 了 者
しゅうりょうしゃ

（３月
がつ

）：  ４月
がつ

末日
まつじつ

まで 

  

出出  
しゅっ

席席
せき

  

出 席 率
しゅっせきりつ

がよくない場合
ば あ い

は、担当
たんとう

教 員
きょういん

の判断
はんだん

によって期末
き ま つ

試験
し け ん

の受験
じゅけん

資格
し か く

を取
と

り消
け

すことがあります。 

本
ほん

学
がく

には「公
こう

欠
けつ

」の制
せい

度
ど

はありませんので、欠
けっ

席
せき

届
とどけ

の取
とり

扱
あつか

い（欠
けっ

席
せき

扱
あつか

いにしない・する等
とう

）は、担
たん

当
とう

者
しゃ

の判
はん

断
だん

に委
ゆだ

ね

られます。 

出 席 率
しゅっせきりつ

が成績
せいせき

評価
ひょうか

における 重 要
じゅうよう

な要素
よ う そ

の一
ひと

つとなりますので、各自
か く じ

で 体 調
たいちょう

管理
か ん り

などをきちんと行い
お こ な

、 授 業
じゅぎょう

にはす

べて 出 席
しゅっせき

できるようにしてください。なお、学
がっ

期末
き ま つ

試験
し け ん

で良
よ

い得点
とくてん

を得
え

ても、普段
ふ だ ん

の 授 業
じゅぎょう

を欠席
けっせき

していた場合
ば あ い

は、

単位
た ん い

修 得
しゅうとく

は困難
こんなん

となりますので、注意
ちゅうい

してください。 
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日本のお祭りについて 

－祇園祭を例に考察する－ 

日本の伝統と芸能－５１ 

新島 太郎 

国際教養教育院 

同志社 都 

同志社 都 

ドウシシャ  ミヤコ 

日本の伝統と芸能－５１ 

新島 太郎 

１ ２ 9 9 ２ 

 

２ ４ １ １ １ 

科目担当教員 

記 入 欄 

１ ２ 9 9 ２ 

 

２ ４ １ １ １ 

参参
さん

考考
こう

資資
し

料料
りょう

11//RReeffeerreennccee--11：：レレポポーートト表表紙紙
ひょうし

//RReeppoorrtt  CCoovveerr  

  

日本語・日本文化

教育プログラム 
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参参
さん

考考
こう

資資
し

料料
りょう

22//RReeffeerreennccee--22：：欠欠
けっ

席席
せき

届届
とどけ

//AAbbsseennccee  RReeppoorrtt  FFoorrmm  




